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藤
樹
人
間
学
塾
…

藤
樹
思
想
を
学
び
考
え
実
践
す
る

塾
　
長
　
田
中
　
清
行

　
十
月
一
日
（
土
）、
十
一
月
五
日
（
土
）、

　
十
二
月
三
日
（
土
）、
一
月
七
日
（
土
）

　
■
時
間
　（
原
則
）
十
五
時
～
十
七
時

　
■
場
所
　（
原
則
）
安
曇
川
公
民
館

藤
樹
人
間
学
塾
　
今
後
の
予
定

■
　
五
月
、
第
百
二
十
五
回
人
間
学
塾
の

参
加
者
は
四
十
代
の
初
参
加
者
を
入

れ
て
十
名
で
し
た
。

●
　
テ
キ
ス
ト

　
　
『
鑑
草
』
の
第
二
巻
「
守
節
背
夫
の

報
い
」
の
序
と
第
一
話
。

●
　
あ
ら
す
じ

　
　
「
郡
の
長
官
の
家
に
生
ま
れ
た
房
氏

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
清
ら
か
な
心
を

持
っ
て
い
た
。
成
長
し
て
嫁
い
だ
家

は
貧
し
か
っ
た
が
、（
以
下
略
）」

●
　
配
布
資
料

　
　

横
田
南
嶺
「
色
即
是
空
」
等
。

●
　
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・
寡
婦
の
手
で
育
て
ら
れ
た
子
は
父
親

よ
り
出
来
が
悪
い
と
い
う
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
→
経
済
的
な
側
面
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

・
今
日
の
話
も
心
に
ヒ
ッ
ト
し
た
。
改

め
て
学
び
直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
気

付
か
さ
れ
た
。

　
「
藤
樹
人
間
学
塾
」
で
は
、
藤
樹
先
生

の
著
書
を
中
心
に
思
想
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
時
事
問
題
と
組
み
合
わ
せ
て
皆
で
議

論
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
、
日
々
の
生
活

の
場
で
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
そ
の
模
様
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

■
　
四
月
、
第
百
二
十
四
回
人
間
学
塾
の

参
加
者
は
八
名
で
し
た
。

●
　
テ
キ
ス
ト

　
　
『
鑑
草
』
の
第
一
巻
「
孝
行
と
不
孝

の
報
い
」
の
第
二
話
と
第
三
話
。

●
　
あ
ら
す
じ

　
　

第
二
話
「
あ
る
一
家
に
様
々
な
困
難

な
状
況
が
押
し
寄
せ
た
が
、
三
代
に

わ
た
る
婦
人
の
孝
行
の
お
陰
で
一
家

に
大
き
な
幸
福
が
訪
れ
た
」、
第
三

話
（
略
）

●	

配
布
資
料

　
　

平
川
理
恵
さ
ん
の
生
き
方
、
等
。

●
　
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・
近
年
、
三
十
代
、
四
十
代
の
離
婚
が

増
え
て
い
る
→
辛
抱
す
る
こ
と
を
教

え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

・
辛
抱
し
な
く
て
離
婚
し
て
も
生
き
て

い
け
る
豊
か
な
世
の
中
で
あ
る
。

・
親
が
子
供
を
過
保
護
し
て
自
立
を
妨

げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
→
人
類

は
知
識
の
蓄
積
は
で
き
豊
か
に
な
っ

た
が
思
い
や
り
の
精
神
な
ど
人
間
学

は
一
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

●		

テ
キ
ス
ト

　
　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
二
巻
第

二
話
、
第
三
話
。

●		

あ
ら
す
じ

　
　

第
二
話
「
張
氏
の
妻
、
計
夫
人
は
、

聖
人
の
教
え
を
大
事
に
守
っ
て
い
た

が
、
二
十
五
歳
の
時
に
張
氏
が
亡
く

な
っ
た
（
以
下
略
）」

●		

配
布
資
料

　
　

日
経
「
私
の
履
歴
書
：
矢
野
龍
」
等
。

●		

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・
矢
野
氏
の
生
い
立
ち
は
私
の
父
の
境

遇
と
似
て
い
て
、
不
幸
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
そ
れ
が
人
生
の
節
に
な
っ

て
成
長
し
て
い
け
る
も
の
だ
と
感
じ

た
。

・
両
親
が
早
く
亡
く
な
っ
た
が
ル
ー
ツ

を
知
り
た
く
家
系
図
を
作
っ
た
。
今

あ
る
命
を
大
切
に
生
き
た
い
。

■
　
七
月
、
第
百
二
十
七
回
間
学
塾
は
初

参
加
者
三
名
を
含
む
十
四
名
の
参
加

で
し
た
。う
ち
女
性
が
四
名
で
し
た
。

●
　
テ
キ
ス
ト

　
　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
二
巻

　
　

第
四
話
、
第
五
話

●
　
あ
ら
す
じ

　
　

第
四
話
「
不
義
密
通
し
て
い
た
男
が

帰
っ
て
き
た
亭
主
の
優
し
さ
を
知
っ

て
（
以
下
略
）」

●
　
配
布
資
料

　
　

竹
田
弘
行
「『
孝
経
』
が
教
え
る
生

き
方
」
等
。

●
　
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・
古
文
書
を
調
べ
て
い
る
と
、
江
戸
時

代
の
女
性
は
意
外
に
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

・
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
別
）
差
別

は
今
な
お
根
強
い
と
感
じ
て
い
る
。

・
強
欲
な
夫
と
賢
明
な
妻
の
話
は
、
現

代
に
も
通
じ
る
。

■	

八
月
、
第
百
二
十
八
回
人
間
学
塾
は

九
名
の
参
加
で
し
た
。

●
　
テ
キ
ス
ト

　
　

中
江
藤
樹
著
『
鑑
草
』
の
第
二
巻
第

　
　

二
十
三
話
～
二
十
五
話

●
　
あ
ら
す
じ

　
　

第
二
十
三
話
「
李
尉
の
妻
は
世
に
も

ま
れ
な
美
人
だ
っ
た
が
（
以
下
略
）」

●
　
配
布
資
料

　
　

吉
田
公
平
先
生
の
手
紙
「
藤
樹
の
性

善
悪
混
然
説
に
つ
い
て
」
等

●
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

・
藤
樹
先
生
の
性
善
悪
混
然
説
に
つ
い

て
、
確
か
に
人
間
を
見
て
い
る
と
自

分
も
含
め
て
性
善
説
、
性
悪
説
で
括

れ
な
い
面
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
ユ
ン
グ
の
『
タ
イ
プ
論
』
の
中
に
中

江
藤
樹
が
出
て
く
る
。
藤
樹
先
生
は

最
晩
年
、
人
間
は
性
善
、
性
悪
の
二

極
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

　
　

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
間
学
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
　
六
月
、
第
百
二
十
六
回
人
間
学
塾
の

参
加
者
は
大
阪
か
ら
の
初
参
加
者
を

入
れ
て
十
一
名
で
し
た
。


